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報道関係各位                              2010 年 5月 20日 

農政クラブ、長崎県、佐賀県、福岡県、熊本県記者クラブ、諫早市記者クラブ 御中 

  

5/24 東京で諫早湾の即時開門を求める緊急集会を開催します 
 

 諫早湾の開門調査を実施することが適当という報告が、与党の検討委員会から提出され、赤松農

水大臣は５月中にも最終判断を行うとしています。 

 一方、赤松農水大臣のこれまでの会見では、徹底したアセスメントを求める声は共通であると答

えるなど、即時開門を求める現場の漁民の声に耳を傾けることなく、開門開始はアセスメントの終

了後になるおそれがあります。 

 諫早湾の環境は、有毒なアオコが発生する調整池からの排水や赤潮、貧酸素のによる魚介類の死

滅など、漁場環境の改善が急務となっており、一日も早い開門が切望されています。私たちは、即

時の開門は可能であるという建設的な提案をしてきているところですが、こうした声を結集し大臣

に届けるため、下記ののとおり緊急の集会を行います。 

 みなさまのご取材をよろしくお願いいたします。 

 

記 

諫早湾の即時開門を求める緊急集会 

●日 時：2010 年 5 月 24 日（月）18:30～20:30 

●場 所：エデュカス東京（全国教育文化会館）7階大会議室 

      千代田区二番町 12−1（TEL：03-5210-3511） 

      最寄り駅：麹町駅または市ヶ谷駅 

●主 催：有明海漁民・市民ネットワーク 

     諫早干潟緊急救済東京事務所 

     「よみがえれ！有明海訴訟」を支援する東京･首都圏の会 

 

●主な内容（予定） 

・諫早湾の即時開門をめぐる最新情勢と今後の展望 馬奈木昭雄（よみがえれ!有明訴訟弁護団長） 

・即時開門を可能にする段階的開門法       羽生 洋三（有明海漁民･市民ネットワーク） 

・漁業者からの訴え、各党国会議員からのメッセージ、他 

 

●問い合わせ 

有明海漁民･市民ネットワーク東京事務局/諫早干潟緊急救済東京事務所 

TEL/FAX 03-3986-6490 携帯電話 090-7261-6125（矢嶋） 

bi5t-jnni@asahi-net.or.jp（陣内） 

 

※5月 24日の昼間は農水省前でのアピール行動なども行います。昼間の行動の詳細ついては、 

 有明海訴訟弁護団の後藤富和弁護士（090-9602-0700）までお問い合わせください。 

以上 

有明海漁民・市民ネットワーク (東京事務局) 
〒171-0032 東京都豊島区雑司ヶ谷 3-11-4-205 ＳＹスタジオ内 

TEL：070-5074-5985（菅波） FAX：03-3986-6490 
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